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からだを動かしましょう〃

総
会
開
催
御
案
内

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

第
七
回
定
期
総
会

ｏ
と

　

き

六
月
二
十
日
（金
）

午
後
二
時
～
四
時

ｏ
と

こ

ろ

横
浜
市
中
区
海
岸
通
り

一
～

一

横
浜
市
港
湾
労
働
会
館

（電
話
）〇
四
五
（２０‐
と
一人
四
二

本

年

度

退

職

さ

れ

た

方

も

当

日
、

来
場

、
ご

入
会
大
歓
迎

。

お
誘

い
合

わ

せ
の
上
、

ご
出
席

く
だ
さ

い
。

―

◇

―

◇

―

◇

―

な
お
、
ぉ」
出
席
の
方
に
は
交
通
費
（車

代
）
と
し
て
図
書
券
を
増
呈
し
ま
す
。

ま
た
、

総
会
終
了
後
引
続
き
会
場
向

い
側
の
第
二
港
湾
合
同
庁
舎
８
階
食
堂

で
軽
飲
食
で
す
が
懇
親
会

（無
料
）
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
な
ら
で
は
の

心
温
ま
る

一
日
に
し
た
い
の
で
す
。

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

・
所

在

地

〒
２３‐
　
横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）〇
四
五
曾
一〇

一
〓

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
曾
二

一
こ
三

一
七
九

・
振
替
回
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号人

七
人

一
二
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
日
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座横

浜
五
十
六
六
五
人
○

会
費
関
係

ω
入

〈ム
金
　
一
、

○
○
○
円

０
終
身
会
費
　
一
一〇
、

○
○
○
円

な
お
、

年
会
費
二
、

〇
〇
〇
円
も
あ
り

ま
す
。

第
七
回
定
期
総
会

議
　
　
案

（
二
～
工
買
参
照
）
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一
九
九
〇
年
（平
成
二
年
）度

経

過

報

告

こ
の

一
年
は
、

い
ろ
い
ろ
な
課
題
を
抱
え
、

解
決
へ
向
け
て
努
力
し
乍
ら
苦
聞
し
た
年
で
あ

っ
た
。

以
下
そ
の
概
要
を
の
べ
る
。

ｏ

執

行

体
制

維
持

へ
の
苦

闘

退
職
後
の
個
人
生
活
は
個
人
差
は
あ
る
も
の

の
、

寄
る
年
渡
は
家
庭
を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
障

害
を
引
き
起
こ
す
。

当
会
も
新
し
い
意
気
込
み
で
執
行
体
制
を
ス

タ
ー
ト
し
た
も
の
の
役
員
本
人
を
含
め
家
族
に

も
及
ぶ
疾
病
に
よ
る
災
難
や
勤
務
に
よ
る
都
合

な
ど
で
月

一
回
の
役
員
会
も
欠
席
者
が
相
次
ぎ

執
行
体
制
は
勿
論
、

こ
れ
に
付
随
す
る
委
員
会

の
開
催
や
機
能
が
危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
、

再
三
に

わ
た
る
苦
し
い
運
営
を
強
い
ら
れ
た
。し

か
し
、

代
表
幹
事
　
事
務
局
長
を
中
心
に
動
け
る
役
員

が
結
束
を
強
め
、

支
障
の
少
な
い
幹
事
の
応
援

や
会
貝
の
協
力
で
、

会
員
に
対
す
る
事
務
に
支

障
の
な
い
よ
う
即
応
体
制
で
切
り
抜
け
て
来
た

と
い
え
る
。

例
え
ば
、

明
回
事
務
局
次
長
が
十

一
月
に
急

病
で
倒
ら
れ
た
の
で
、
「
歴
史
散
歩
の
会
」
の

世
話
人
で
あ
り
、

事
務
に
堪
能
な
小
野
田
ム
で

子
氏
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
を
得
て
事
務
処
理

が
加
速
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

ま
た
事
務
室
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、

毎
週
火

曜
日
を
原
則
、

出
勤
日
と
し
て
事
務
処
理
に
当

た
っ
て
い
る
。
お
陰
で
こ
の
作
業
も
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
い
う
感
が
す
る
。
し
か

し
相
変
わ
ら
ず
少
数
幹
事
の
運
営
が
続
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

ｏ
全
労
済
火
災
共
済
契
約
更
新
変
更

に
伴
う
対
応
と
事
務
処
理

団
体
加
入
の
火
災
共
済
は
毎
年

一
月
に
加
入

者
契
約
更
新
を
行
う
た
め
、

従
来
は
、　

一
月
中

に
在
職
者
は
勿
論
、

退
職
者
も
含
め
て
所
定
日

に
各
行
政
セ
ン
タ
ー
に
於
て
全
労
済
職
員
が
出

向
し
て
窓
口
受
付
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
場
合

当
退
職
者
会
と
し
て
は

一
昨
年
か
ら
役
員
が
立

合
っ
て
い
た
が
、

実
態
の
把
握
に
は
程
遠
い
も

の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、

退
職
者
も
元
職
場
に
依
頼
し
て
手

続
を
行
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、

本
年
か
ら
は
、

全
労
済
は
事
務

効
率
を
高
め
る
た
め
、

各
個
人
の
予
貯
金
田
座

か
ら
今
後
五
ケ
年
間
に
わ
た
り
、

掛
金
を
振
込

徴
収
す
る
こ
と
に
手
続
が
変
更
さ
れ
た
。

一

こ
の
結
果
当
会
に
対
し
て
は
、

当
退
職
者
会

扱
と
し
て
四
百
余
名
の
手
続
と
事
務
処
理
の
依

頼
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、

青
木
事
務
局
長
と
小
野
田
氏
が
中

心
と
な
っ
て
、

そ
の
実
態
把
握
と
事
務
処
理
が

進
め
ら
れ
た
。

そ
の
選
別
作
業
の
結
果
、

四
百
余
名
の
う
ち

当
会
員
は
約
半
数
を
若
干
上
廻
る
程
度
と
判

明
、

こ
の
た
め
こ
の
非
会
員
に
つ
い
て
、

入
会

要
請
を
行
っ
た
結
果
約
六
〇
名
が
入
会
さ
れ

た
。

残
り
の
人
は
、

始
ん
ど
意
志
表
示
も
な
か

っ
た
の
で
、

引
続
き
契
約
継
続
希
望
者
に
対
し

て
は
、

事
務
経
費
と
し
て

一
人
二
千
円
納
入
方

依
頼
し
た
と
こ
ろ
約
二
〇
名
の
希
望
が
あ
り
、

事
務
処
理
を
促
進
し
た
。

そ
れ
以
外
の
人
に
対
し
て
は
、

未
処
理
と
し

て
い
た
が
、

契
約
期
日
／
切
も
迫
っ
て
い
た
の

で
、

県
戦
労
を
通
し
て
の
要
請
に
基
づ
い
て
協

議
の
結
果
、

今
回
に
限
り
事
務
処
理
を
行
う
こ

と
に
し
た
。

若
千
の
人
は
当
会
に
入
会
せ
ず
、

個
人
加
入
へ
と
切
替
を
希
望
さ
れ
た
。

そ
れ
に

し
て
も
、
≡」
の
経
過
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、

自
己
中
心
主
義
な
ド
ラ
イ
な
人
達
が
多
い
こ
と

が
判
り
失
望
し
た
。

ま
た
、

今
回
の
契
約
更
新
は
今
後
５
ケ
年
間

に
わ
た
り
各
個
人
予
貯
金
田
座
か
ら
の
掛
金
振

込
と
共
に
割
戻
金
に
つ
い
て
も
□
座
振
込
ま
れ

る
な
ど
便
利
な
面
が
多
い
。

一
方
、

調
査
の
結
果
、

個
人
加
入
の
場
合
は
、

毎
年
郵
便
振
込
に
よ
っ
て
、

そ
の
都
度
掛
金
の

納
入
が
必
要
と
な
る
反
面
、

割
一尿
金
に
つ
い
て

）

は
、通

知
と
手
続
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
、

団
体
扱
の
有
利
性
が
判
明
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、

あ
と
五
ケ
年
経
過
す
る
と
同

じ
事
務
処
理
が
再
現
す
る
こ
と
を
今
か
ら
知
っ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ｏ

「
趣
味

の
会
」

の
う

ち

「
歴
史

散

歩

の
会
」
発
足

会
報
第
１８
号
に
記
載
の
と
お
り
、

当
会
の
発

足
の
一
つ
の
動
機
が
、

昭
和
６０
年
の
公
的
年
金

一
元
化
に
伴
う
改
悪
に
対
応
し
、

退
職
者
の
将

来
に
対
す
る
警
鐘
と
こ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
堡

を
集
く
こ
と
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、

そ
の
後
の
状
況
を
み
る
と
、

当
会

員
を
含
む
退
職
県
職
貝
の
大
部
分
が
在
戦
中
か

ら
の
準
備
や
、

土
地
ッ
子
が
多
く
、

生
活
環
境

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
、

イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
で
な
く
、
自
己
中
心
的
に
生
活
を
楽

し
む
層
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

つ
ま
り
、

退
職
者
会
は
、

趣
味
な
ど
退
職
者

の
生
活
を
集
し
む
場
に
し
て
に
し
い
と
い
う
希

望
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
先
の
総
会
で
も
趣
味
の
会
に
力
を
入

れ
る
こ
と
を
運
動
方
針
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
の

実
際
に
機
能
が
動
き
出
す
こ
と
に
幾
多
の
困
難

が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
時
に
、

歴
史
に
造
詣
の
深
い
会

員
荒
井
太
郎
氏
か
ら
協
力
の
申
し
出
が
あ
り
、

こ
の
ご
好
意
を
受
け
て
、

九
月
二
十
五
日
に
、

県
自
治
会
館
に
お
い
て
第

一
回
歴
史
教
室

（史

（次
頁
へ
つ
づ
く
）



（前
頁
か
ら
つ
づ
く
）

話
会
）
を
開
催
、

約
２０
名
の
参
加
を
得
、

次
い

で
十
月
四
日
、

現
地
で
の
第

一
回

「歴
史
散
歩

の
会
」
を
筆
倉
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

当
初
の

申
込
を
上
廻
る
臨
時
参
加
者
も
加
わ
り
、

結
勢

二
十
余
名
と
い
う
盛
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
後
、

第
二
、

第
二
回
の
歴
史
数
室
及

び
第
二
回
歴
史
散
歩
の
会
を
開
催
し
て
い
る

が
、

回
を
重
ね
る
度
毎
に
参
加
者
が
増
加
し
て

い
る
。

そ
も
そ
も
趣
味
は
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
、

脳
に
刺
激
を
与
え
る
な
ど
、

高
齢
者
の
保
健
に

は
好
影
響
が
あ
る
が
、
「歴
史
散
歩
の
会
」
は
、

更
に
足
腰
の
鍛
練
な
ど
が
加
わ
り

一
石
数
鳥
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、

俳
句
の
会
に
つ
い
て
も
同
氏
等

の
ご
協
力
で
準
備
と
検
討
に
着
手
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

ｏ
当
会
員
入
会
状
況
…
五
百
名

へ
あ

と

一
歩

昨
年
は
入
会
勧
誘
が
総
会
後
に
な
っ
た
た
め

第
六
回
総
会
時
に
は
会
員
三
百
五
十
六
名
で
あ

っ
た
。
し
か
し
勧
誘
後
も
入
会
状
況
は
芳
し
い

も
の
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

そ
の
原
因
を
推
察
す
る
に
、

現
在
ま
で
の
退

職
者
は
、

住
宅
事
情
に
お
い
て
も
、

年
金
、

退

職
金
に
つ
い
て
も

一
般
に
比
し
恵
ま
れ
て
い
る

た
め
、

退
職
者
会
に
対
す
る
関
心
も
薄
く
、
自

己
中
心
主
義
と
い
え
る
の
は
前
途
の
と
お
り
で

あ
る
。
ま
た
、

組
合
が
昇
給
、

昇
格
に
努
力
し

）

た
た
め
、　

一
般
職
員
の
場
合
、

そ
の
多
く
が
管

理
機
と
し
て
退
職
期
を
迎
え
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
こ
と
が
逆
に
労
働
者
意
識
が
乏
し
く
な

り
、

労
働
組
合
を
敬
遠
し
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
こ
と
か
ら
は
逃
選
す
る
傾
向
が
強
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

当
会
に
対
す
る
認

識
も
乏
し
く
評
価
も
津
い
と
認
め
ざ
る
を
得
を

い
。こ

の
た
め
、

本
年
は
在
職
中
に
加
入
勧
誘
を

進
め
る
た
め
、

二
月
初
旬
県
戦
労
、

各
支
部
長

に
お
願
い
し
て
、

在
職
中
の
二
月
末
日
ま
で
に

入
会
勧
誘
の
た
め
の
書
類
を
退
職
予
定
者
あ
て

手
交
を
お
願
い
し
た
。
こ
れ
も
試
行
錯
誤
の

一

手
段
と
し
て
の
試
み
で
あ
る
が
、

少
く
も
会
員

一
千
名
に
な
る
ま
で
は
苦
し
い
道
標
が
待
ち
受

け
て
い
る
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
の
も
の
で
、

こ
の

一
年

間
の
入
会
者
と
含
め
、

二
月
末
現
在
の
会
員
は

四
百
三
十
名

（年
会
費
百

一
名
、

終
身
会
費
三

百
二
十
九
名
）
で
あ
る
。

な
お
、

年
会
費
か
ら
終
身
会
費

へ
の
切
審
増

加
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の

一
年
間
に
於
け
る
全
国
的
行
事
と
し
て

は
、

県
職
労
か
ら
の
補
助
を
得
て
八
月
六
日
広

島
市
に
於
け
る
九
〇
年
原
水
爆
世
界
大
会
に
二

名
、
ま
た
、

九
月

一
日
岡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
四
回
全
国
高
齢
者
大
会
に

一
名
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

）

し
か
し
、

い
づ
れ
も
猛
暑
と
い
う
過
酷
な
中

で
の
行
事
だ
け
に
参
加
に
は
高
齢
者
と
し
て
一

考
を
要
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、

会
報
は
年
四
回
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
、

当
会
の
顔
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
よ
う

で
、

益
々
充
実
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

県
職

労
の
買
上
げ
協
力
を
得
て
、

在
職
者
あ
て
、

全

分
会
へ
配
布
さ
れ
、

会
の
Ｐ
Ｒ
に
役
立
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
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事務局だより(主な行事など)(迪
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年月日 頂 目 年月日 頂 目

1990 4 17

4 26

4 27

5  8

5 22

5 29

～30

6  1

6  1 2

6 2 1

7  3

7  1 2

7 20

3  4

-6

8  9

9  1

～ 2

9 1

9 1 ]

9 14

9 25

1 0 4

4月定例幹事会

会報第16号編集会議

四役会議今後の日程打合

5月定例幹事会、第6回総会打合

給会通知発送

結会準備及悌 「合

第6回定期結会 於 横浜港湾労働会館

四役会議、総会反省

6月定例幹事会

四役会議、結会総活

7月定例幹事会及び加入申込書発送

「歴史散歩の会」発足 於 自治会館

原水燥禁止世界大会 於 広島市 2名

出席

3月定例幹事会

第4回全国高齢者大会 於 岡山市 1

名参加

会報第17号発行

9月定例幹事会

県職労第68回定期総全 代 表出席

第 1回 「歴史教室」於自治会館

第 1回 「歴史散歩の会」鎌管方面

1 0 1 1

1 1 1 3

12  1

12 20

1 2月上句

～ 1月下旬

199 1  1  1 7

1 18

1 24

2  1 4

2 23

3  1

3月上旬

～中旬

3 22

3 15

～1 6

県職労壮年部総会 於 ヴイラ中川

表出席

10月定例幹事会

全労済事務打合

会報第18号発行

12月定例幹事会

全労清火災共済事務処理に追われる

四役会註

第2回 「歴史教宣」於自治会館

】月定例幹事会

第3回 「歴史教室J於 自治会館

県職労現業退職者の集い 於 箱tR嶺水

苑 幹 事 1名 出席

会報第19号発行

県職労を支部へ退職予定者への加入促

進書類を持参 (300部)

湘南支部主催 「退職予定者の集い」幹

事出席

毎月毎週火昭国に代表幹事、事務局長 幹 事など

2～ 3名で事務処理に当たっている
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一
九
九

一
年
（平
成
二
年
）度

活

動

方

針
（乗
）

ｏ
会
の
恒
久
的
体
制
確
立
の
た
め
の

財
政
基
盤
の
充
実
対
策

当
会
の
発
足
以
来
、

会
員
数
が
当
初
の
八
十

余
名
か
ら
、
よ
う
や
く
五
百
名
に
達
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
間
に
あ
っ
て
生
み
の
親
と
も

い
え
る
県
職
労
か
ら
は
、

毎
年
五
十
万
円
の
助

成
を
得
、

主
と
し
て
事
務
経
費
と
し
て
充
当
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
」ヽ
れ
は
、年

利
子
五
％

と
し
て
逆
算
す
れ
ば
、

壱
千
万
円
の
元
資
に
相

当
す
る
。
し
か
し
諸
般
の
情
勢
を
勘
案
す
る
と

き
、

例
え
会
員
数
が
増
加
し
て
も
、

現
在
以
上

の
助
成
を
依
存
す
る
こ
と
は
、

雛
し
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、

将
来
に
向
け
て
、　

一
層
の
自
助
努

力
に
よ
っ
て
、

事
務
経
費
充
当
に
相
当
す
る
元

資
的
積
立
金
を
出
来
得
る
限
り
早
期
に
確
立
す

る
必
要
が
あ
る
。

当
面
は
会
貝
五
百
名
ま
で
は
元
資
積
立
金

一

千
万
円
、

第
二
次
的
目
標
を
設
立
十
年
以
後
に

一
千
名
と
し
て
定
期
積
立
金
を
二
千
万
円
と
し

て
事
務
経
費
を
年
間
約
百
万
円
、

利
子
か
ら
結

出
す
る
よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
に
は
、

終
身
会
費
会
員
の
増
加
と

経
費
の
節
減
並
び
に
幹
事
の
献
身
的
協
力
に
お

願
す
る
の
み
で
あ
る
。

ｏ

「趣
味

の
会
」

の
充
実
と
拡
大
に

つ
い
て

「歴
史
散
歩
の
会
」
が
順
調
に
実
施
さ
れ
て

い
る
の
で
、

本
年
は
更
に
当
会
と
し
て
も

一
層

の
直
接
的
協
力
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
、
ま
た

「趣
味
の
会
」
充
実
の
た
め
、

例
え
ば

「俳
句
」

や

「旅
行
」
を
楽
し
む
会
な
ど
、
「歴
史
散
歩

の
会
」
以
外
に
も
う

一
つ
程
度

「趣
味
の
会
」

を
発
足
さ
せ
て
み
た
い
。

こ
の
た
め
、

各
種

「趣
味
の
会
」
発
足
の
た

め
の
世
話
人
会
を
開
催
し
、

十
分
討
議
の
上
、

可
能
な
も
の
か
ら
発
足
さ
せ
て
み
た
い
。

ｏ
壮
年
部
と

の
連
携
強
化

「事
業
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
る
と
お
り
、

当
会
の
将
来
の
成
否
を
決
定
す
る
の
は
、

そ
の

運
営
を
司
る
執
行
部
役
員
の
質
と
量
に
か
か
わ

〕る
。高

齢
者
社
会
へ
向
け
て
の
退
職
者
会
の
役
目

は
、

無
限
の
重
要
性
を
秘
め
て
い
て
気
付
か
な

い
面
が
多
い
。

幸
に
も
、

県
職
労
壮
年
部

（旧
中
高
年
部
）

は
役
貝
の
質
量
と
も
充
実
し
、

そ
の
企
画
事
業

に
は
目
を
見
は
る
も
の
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

当
会
と
し
て
も
壮
年
部
と
従

来
よ
り

一
層
連
携
を
強
め
、

将
来
に
於
け
る
当

会
の
担

い
手
と
し
て
評
価
と
期
待
を
も
ち

つ

つ
、

壮
年
部
の
活
動
方
針
に
も
あ
る

「退
職
予

定
者
セ
ミ
ナ
ー
」

へ
の
開
催
や
、

横
浜
市
従
退

）

職
者
会
等
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る

「退
職
予
定

者
の
集
い
」
を
杜
年
部
と
の
共
催
で
今
後
実
施

に
向
け
て
協
議
し
て
ゆ
き
た
い
。

○

そ

の
他

‥
研
修
会

・
学
習
会

の
共

催
計
画

過
去
何
回
か
、

研
修
会
　
学
習
会
に
つ
い
て

提
案
し
行
ら
、

担
当
幹
事
の
病
気
な
ど
の
事
情

に
よ
り
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
。し

か
し
乍
ら
、

こ
の
企
画
実
施
は
大
切
な
の

で
、

本
年
度
も
、　

一
部
の
会
員
か
ら
希
望
の
多

か
っ
た
宿
泊
を
兼
ね
た
総
会
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
、

年
金
と
歴
史
教
室
を
含
め
た
研
修
及
至

学
習
会
を
開
催
し
て
み
た
い
。

但
し
、

宿
泊
費

等
は

一
部
負
担
を
お
願
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ｏ
退
職
者
会
と
し
て
の
今
後

の
検
討

課
題

最
近
に
お
け
る
未
婚
の
男
、

女
性
の
数
が
増

加
し
て
い
る
。
ま
た
、

子
供
の
い
な
い
夫
婦
も

あ
り
、

老
後
に
向

っ
て
い
わ
ゆ
る

「身
寄
り
の

な
い
」
ひ
と
り
は
っ
ち
の
人
達
が
増
加
し
て
い

Ｚつ
。現

在
の
中
年
の
こ
れ
ら
の
人
達
も
い
づ
れ

は
、

こ
の
孤
独
感
に
到
連
す
る
。

在
職
中
に
は
家
を
持
た
ず
、

老
後
に
な
っ
て

も
墓
も
な
く
、

供
養
し
て
く
れ
る
人
も
な
し
と

い
う
深
刻
な
問
題
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

）

先
見
性
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
当
会
と
し
て
、

県
職
労
と
も
協
議
し
、

検
討
対
策
委
員
会
を
設

置
し
、

広
く
県
、

国
に
呼
び
掛
け
る
こ
と
は
勿

論
、

当
会
と
し
て
面
目
躍
如
た
る
諸
対
策
を
示

し
本
会
の
存
在
価
値
を
高
め
て
た
い
。

こ
の
ほ
か
、

退
職
者
の
非
常
勤
職
員
の
使
用

に
対
す
る
、

人
材
有
効
活
用
な
ど
の
面
か
ら
要

望
音
を
当
局
へ
提
出
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

相説は次の特別筆蓮老人ホームで …… 。

相醸の受付時間は 毎 日、いつでヽお受けしています。
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入収

1990年(平成 2年)度収支決算書
支 出 ( 1 9 9 0 4 1 ～ 1 9 9 1 3 3 1 )

項 予算額 決算額 お 要 項 目 予算額 決算額 摘 要

1会 費 1,455,000 1 473,000 1活  動  費 550,000 500,431

会

　

安

入 会  金 75,000 89,000
3名

活
動
費

事 務 局 費 250,000 406,511 事務用諸費

年 会  費 220,000 2141000 行 動  費 300,000 93,920 交通費等

終 身 会 費 1,160,000 1.1701000 150名
ま目14名

2情 報教宣 費 500,000 494,626 会報 4回

2県 職労助成金 500,000 5461410 助成金及び会報買上代 3結  会  費 300,000 145 500

3事 業 収 入 220,000 372!234 火災共済事業手数料他 4会  議  費 150 000 218 990 幹事会等交通費

4確  収  入 88,389 103,727 会報広告代、予金利ま
等

5通  信  費 350,000 191,479 全員宛郵送料等

5積 立金取崩し 200!000 0 6慶 弔共済金 170 000 123 860 共済掛金等

6繰  越  金 4361611 436,611 7積  立  金 1,000,000 1 000 000 新凝終身会費一部積立

8予  偏  費 801000 0

次 期 繰 越 金 0 257(096

計 2,900,000 2,931,982 計 2 9001000 2,9311982

収 入

監査報告

収支証拠書類、預貯金通帳等について監査の結果

妥当適切に執行されているものと認めます。

1991年5月16日

1991年(平成 3

監査

監査

年)度収支予算書
支 出

上野多唐子 ①

本田 安 親 ⑤

( 1 9 9 1 4  1 - 1 9 9 2 3 3 1 )

項 予算額 摘 要 項 目 予算皆 ね 要

1会 費 1 500 000 l活  動  費 550 000

費

大 会  金 80,000 活
動
費

事 務 局 費 400 000 事務用品、文書印刷

年 会  費 240,000 行 動  費 150 119 事務経費、交通費等

終 身 会 費 1、1801000 2情  報  費 600,000 会報編集、発行費4回

2県 取労助成金 5001000 各種集会、幹事会等交通費 3給  会  費 350,000 100名×3500円  愁 親会受を含む

3事 業 収 入 240 000 共済事業化 4会  議  費 200,000 幹事会、研修会等

4権  収  入 102,904 会報広告代、碩貯金利息キ 5通  信  安 200 000 郵送料、奏書、封筒等

5枯 立金取崩じ 3001000 終身会費積立金×1/20 6見 舞共 済金 170,000 掛金450円×350名 事 務経費

6繰  趨  金 257,096 7積  立  金 800,000 新規終身会員会費積立

8予  備  費 30,000

計 2,900,000 計 2!900 000

ひとりで悩ますゃご相談を
痴果性老人介臣相談所のご案内

痴果性老人

神奈川県
福祉 部老人福祉 8R

在宅で痴呆性老人を介護 しているご家族のため

に、経験豊富な特別養護老人ホームの専門の職

員が介誌について相談をお受けしています。
介霞相醸所とは
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第
ニ
ロ

「姪
丈
枚
ナ
の
会
」

十
人
残
右

の
ロ
マ
ン
と
史
弥
を
訪
ね
て

カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト

出発は↑

↑悪天候を気にして集まった方は参加予定書
26名のうち15名でした。(大磯駅)

一
三
奮
、

岩
崎
財
閥
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
た
、

沢
田

美
喜
さ
ん
は
敬
虜
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
。

敗
戦
後
混

血
児
約
二
千
名
を
養
育
さ
れ
る
。
こ
の
沢
田
美
喜

記
念
館
に
は
徳
川
時
代
弾
圧
下
の
キ
リ
ス
ト
数
徒

の
か
く
さ
れ
た
品
々
が
あ
る
。

一

天が味方 して大磯は雨も殆どなく、
一時間遅れたが出席者だけで決行

延台寺にて～営我十郎の愛人虎御前とi

ゆかりが深い寺。

↑揺軍倦にて
日本三大俳譜道場 !漂泊の歌人。西行法師が立ち寄ったといわれる法師の木像や虎御前の

木像などがある。写真左は坂田山心中の比X塚 、右は荒井講師の熱弁に耳を傾ける会員…

―高采神社前にて一

歴
史
散
歩
の
会

◎
　
第

五
回
歴
史
教
室

テ
ー
マ
　
鎌
倉
三
階
堂
付
近
の
史
跡
を
訪
ね

て

（
す
　
場
　
自
治
会
館
六
〇

一
号
室

日
　
時
　
一ハ
月
六
国
内
午
後

一
時
三
〇
分
か

ら
約
二
時
間

会

費

無
料

解
　
説
　
特
別
講
師
　
荒
井
大
郎
氏

◎

　

第

二

回

歴

史

散

歩

目
的
地
　
鎌
倉
三
階
堂
付
近
の
史
跡
の
実
地

探
訪

日
　
時
　
十
月
を
予
定
、

い
づ
れ
決
定
次
第

歴
史
散
歩
の
会
の
会
員
に
は
お
連

絡
し
ま
す
。

コ
ー
ス
　

・
頼
朝
の
墓

・
鳥
津
藩
の
祖

・
鳥

津
忠
久
墓

・
毛
利
藩
の
祖

・
毛
利

秀
光
墓

・
大
江
広
元
墓

・
覚
園
寺

（寺
ら
し
い
安
ら
ぎ
）

・
白
旗
和

社

（法
華
堂
跡
）

・
荏
柄
天
神
社

・
鎌
倉
宮

参
加
者
希
望
者
は
官
製

ハ
ガ
キ
に
住
所
氏

名
、

電
話
番
号
明
記
の
上
左
記

へ
お
申
込
み

下
さ
い
。

お
家
族
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

〒
加
横
浜
市
中
区
本
町
四
丁
目
三
七

県
職
労
内
退
職
者

こ
だ
ま
会

歴
史
散
歩
の
会
係
ま
で

ＨＨ面□ＨＨ皿凹皿凹　投句大歓迎
世
津
子

競
い
あ
い

瀬
を
上
り
ゆ
く

稚
鮎
群

水
飛
ば
し

小
さ
な
背
び
れ

光
る
鮎

逆
上
る

光
り
に
映
え
る

稚
鮎
か
な

青
き
水

流
れ
さ
か
ら
い

鮎
上
る
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歩
く
人
ほ
ど
健
康
体

万欝
富
査
動
脈
硬
化
な
ど
に
効
く

一
日
に
歩
く
歩
数
が
多
い
に
ど
、

高
血
圧
や
便
秘
予
防
の
に
か
勧
旅
硬

化
防
止
に
有
効
な

″善
玉
″
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
⌒Ｈ
Ｄ
Ｌ
ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
）を
増
や
す
効
果
が
あ
る
こ
と
が
、

厚
生
省
が
国
民
栄
養
調
査
の
中
で
初

め
て
行
っ
た
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。

歩
行
の
効
果
は
従
来
、

言
わ
れ

て
い
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は
実
際

に
万
歩
計
を
使
っ
て
調
べ
、

歩
数
と

健
康
の
関
係
が
初
め
て
数
値
で
楽
付

け
ら
れ
た
。

調
査
は
三
十
歳
以
上
の
男
女
約
七

千
五
百
人
を
対
象
に
実
施
。

万
歩
計

で
測
定
し
た
歩
数
と
、

血
圧
値
な
ど

と
の
関
係
を
調
べ
た
。

そ
れ
に
よ
る

と

一
人
が

一
日
に
歩
く
歩
数
は
年
齢

が
高
く
な
る
に
つ
れ
減
少
、

男
女
別

で
は
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も

一
割

程
度
多
く
歩
い
て
い
た
。　

一
万
歩
以

上
歩
く
人
は
男
性
で
二

十
・
四
％
、

女
性
で

一
二
　
〇
％
い
た
。

歩
数
と
血
圧
の
関
係
で
は
、

歩
数

が
増
え
る
ほ
ど
血
圧
が
低
い
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

例
え
ば
、　

一
日
に
二
十

歩
未
満
の
人
の
最
高
血
Ｅ
は
男
性

一

新

問

・
雑
　
誌

切

抜

畳

帖

ニ
ン
ニ
ク
や
エ
ネ
ギ
を
食
べ
る

と
、

と
て
も
元
気
が
出
て
く
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

血
液
が
血
管
内
で
固
ま
っ
て
詰
ま

る

「血
セ
ン
」
は
、

心
筋
ヨ
ウ
ツ
ク

や
胸
ヨ
ウ
ソ
ク
な
ど
の
原
因
に
な
る

が
、

ニ
ン
ニ
ク
、

エ
ネ
ギ
、

ア
サ
ツ

キ
な
ど
の
中
に
血
液
を
滑
ら
か
に
し

て
、

血
セ
ン
を
出
来
に
く
く
す
る
作

用
の
あ
る
こ
と
が
、

名
古
屋
大
学
農

学
部
の
川
岸
舜
朗
教
授

（食
品
有
検

）

四
四
、

女
性

一
四
五
に
対
し
、　

一
万

歩
以
上
に
な
る
と
男
性

一
三
四
、

女

性

一
二
九
と
い
っ
た
具
合
。

ま
た
、

体
に
有
益
な
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
コ
ー
ル
の
血
液
中
の
主
も
歩
数

が
多
い
ほ
ど
多
い
。

二
千
歩
未
満
の

男
性
が
血
液

一
〇
〇
ド
出
中
四
七

六
ド
イ
、

女
性
同
五
三
　
七
ド
ル
ラな

の
に
、　

一
万
歩
を
超
え
る
と
男
性
五

三
　
人
ド
″ク、
女
性
五
九
　
人
ｒ
宅

だ
っ
た
。

〇
|
|

|
〇

こ
う
し
た
結
果
か
ら
、

同
社
は

「ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
類
を
主
成
分

と
す
る
緑
茶
抽
出
物
が
大
腸
ガ
ン

の
予
防
に
有
効
な
こ
と
が
示
唆
さ

れ
た
」
と
判
断
、

今
後
は
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
の
予
防
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
解
明
に
取
り
紅
む
計
画
。

③
圏
凱

「血セン」を防止するエンエク

血小板の凝集妨げる働き

名大農学部 川 岸教授らが豪づけ

化
学
）ら
の
研
究
で
表
づ
け
ら
れ
た
。

血
セ
ン
は
血
液
の
成
分
の
一
つ
で

あ
る
血
小
板
が
疑
集
し
て
起
き
る
も

の
だ
が
、

体
内
で
は
血
小
板
疑
条
因

子

（
Ｔ
Ｘ
Ａ
２
）
と
、

血
小
板
の
凝

集
を
阻
害
す
る
Ｐ
Ｃ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る

生
理
活
性
物
質
が
絶
砂
に
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
い
る
。

し
か
し
年
を
と
る
と
、

こ
の
パ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
Ｐ
Ｇ
Ｌ
の
生
成
が
抑

制
さ
れ
て
血
セ
ン
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
。

川
岸
さ
ん
ら
は
、

ネ
ギ
属
の
野
菜

が
血
小
板
疑
集
を
阻
害
す
る
程
度
を

調
べ
た
。

そ
の
う
ち
、

特
に
作
用
が

強
力
だ
っ
た
ニ
ン
ニ
ク
か
ら
、

新
た

に
三
種
類
の
物
質
を
確
認
し
た
。

中

で
も
ア
ホ
エ
ン
と
い
う
物
質
は
、

最

も
強
力
な
活
性
を
示
し
た
。

エ
ネ
ギ
か
ら
も
各
種
の
活
性
物
質

が
見
つ
か
っ
た
。そ

の
一
つ
は
、代

表

的
な
抗
炎
症
剤
で
あ
る
イ
ン
ド
メ
タ

シ
ン
や
ア
ス
ピ
リ
ン
よ
り
も
血
小
板

疑
集
を
抑
制
す
る
作
用
が
強
か
っ
た
。

こ
の
活
性
物
質
は
ニ
ン
ニ
ク
や
エ

ネ
ギ
を
切
っ
た
り
、

掠
り
お
ろ
し
た

り
す
る
時
に
出
来
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、

ま
だ
特
定
さ
れ
て
は

い
な
い
も
の
の
、

本
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

カ
プ
、

シ
シ
ト
ウ
、

ア
ス
バ
ラ
ガ
ス
、

ト
マ
ト
、

果
物
の
メ
ロ
ン
な
ど
に
も

同
じ
よ
う
な
抑
制
作
用
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
は
ク
ロ
ー
プ
、ナ

ツ
メ
グ
、

ン
ョ
ウ
ガ
、

シ
ナ
モ
ン
な
ど
の
音
辛

料
も
同
様
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

ふ
だ
ん
の
食
べ
物
が
、

知
ら

ず
知
ら
す
の
う
ち
に
生
理
機
能
を
活

性
化
し
た
り
、

恒
常
性
の
維
持
に
役

立
っ
て
い
る
の
だ
。
Ｐ
」
れ
か
ら
は

化
学
的
根
拠
か
ら
食
品
を
選
択
す
る

時
代
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
川
岸
さ
ん

は
話
し
て
い
る
。

緑
茶
で
大
腸
ガ
ン
予
防
Ｗ

綜
脚
怖
斑
躯
は
設

食
品
素
材
メ
ー
カ
ー
の
大
陽
化

学
は
、

緑
末
に
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
に
大
腸
ガ
ン
を
予
防

す
る
効
果
の
あ
る
こ
と
を
動
物
実

験
で
突
き
止
め
た
。

一泉

都
府
立
医
大
の
高
精
後

雄
教
授
ら
と
の
共
同
研

究
に
よ
る
成
果
で
、

京

都
市
で
開
く
日
本
農
芸

化
学
会
で
詳
細
を
発
表

四
年
前
か
ら
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

実
験
で
は
ラ
ッ
ト
に
発
ガ

ン
剤
の
ア
プ
キ
シ
メ
タ
ン
を
投
与

し
た
後
、

ラ
ッ
ト
を
三
グ
ル
ー
プ

に
分
け
、

ニ
グ
ル
ー
プ
に
は
飲
み

水
の
中
に
緑
芥
抽
出
物
の
ポ
リ
フ

ェ
ノ
ー
ル
類
を
そ
れ
ぞ
れ
〇
　
〇

一
％
、

〇
　
一
％
加
え
て
与
え
、

に
か
の

一
グ
ル
ー
プ
は
水
道
水
だ

け
で
飼
青
し
た
。

こ
の
結
果
、

水
道
水
だ
け
の
グ

ル
ー
プ
で
は
大
賜
ガ
ン
の
発
生
率

が
七
七
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、

ポ

リ
フ
エ
ツ
ー
ル
類
〇
　
〇

一
％
の

グ
ル
ー
プ
は
三
八
％
、

同
〇
　
一

％
の
グ
ル
ー
プ
は
四
八
％
と
低
か

っ
た
。

ア
プ
キ
ン
メ
タ

ン
を
投
与
せ
ず
、

同
じ

条
件
で
飼
育
し
た
ラ
ッ

ト
に
は
い
ず
れ
も
大
腸

ガ
ン
は
発
生
し
な
か
っ

た

。

ラ
ッ
ト
に
抽
出
物
投
与

発
生
率
は
大
幅
に
低
下

す
る
。

食
生
活
の
欧
米
化
に
伴
い

大
陽
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
だ

け
に
、

緑
末
の
予
防
効
果
は
注
目

を
集
め
そ
う
だ
。

同
社
は

「根
末
を
多
く
飲
む
地

域
で
は
ガ
ン
死
亡
率
が
低
い
」
と

い
う
技
学
的
な
報
告
に
着
日
し
、
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設
立
以
来
１９
回
の
実
績
を
も
つ
、

横
浜
市
従

退
職
者
会
総
会
は
、

去
る
四
月
二
十
九
日
の
、

横
浜
市
従
会
館

（西
区
）
で
午
前
十
時
か
ら
開

催
さ
れ
た
。
ご
招
待
を
受
け
当
会
と
し
て
始
め

て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

あ
い
に
く
の
表

雨
の
中
、

午
前
中
の
開
催
に
も
不
拘
、

会
員
約

一
五
〇
〇
名
中
約
二
百
名
の
会
員
が
出
席
、

横

浜
市
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ら
で
は
の
地
域
に
密
着
し
た

給
会
で
あ
る
と
い
う
の
が
第

一
印
象
で
あ
っ
た
。

出
身
支
部
単
位
の
受
付
け
に
始
ま
り
、

総
会

後
の
懇
親
会
も
支
部
単
位
と
い
う
出
身
母
体
を

中
心
と
し
た
ガ
ッ
チ
リ
と
し
た
結
び
付
き
が
う

か
が
わ
れ
る
。

「趣
味
の
会
」
に
も
力
を
入
れ
、「歴

史
散
歩
」
、

「俳
句
を
楽
し
む
会
」

「き
り
え
」
、
「手
芸
」
な

ど
の
セ
ミ
ナ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

現
職
市
従
中
高
年
部
と
の
共
催
に
よ

る

「退
職
予
定
者
の
集
い
」
は
会
員
加
入
へ
の

対
策
と
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
よ
う
で
、

当

会
と
し
て
も
、

活
動
方
針
と
し
て
取
り
入
れ
る

価
値
が
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

（
Ｋ
）

第
十
四
回

県
職
労
壮
年
部

（旧
中
高
年
部
）

定
期
総
会
が
来
る
二
月
十
五
～
十
六
日
の
両

日
、

山
北
町
中
川
の
ヴ
ィ
ラ
、

な
か
か
わ
で
開

催
さ
れ
た
。

参
加
者
約
四
〇
名
。

第

一
日
は
午
前
十

一
時
開
催
、

９０
年
度
の
経

過
報
告
と
９‐
年
の
運
動
方
針
提
案
で
午
後
は
、

昼
休
に
は
稲
本
春
雄
氏
の
居
合
抜
き
の
妙
技

を
　
次
い
で
辻
岡
靖
仁
氏
の
時
局
講
演
、

夜
は

夕
食
後
記
念
レ
ク
大
会

（
ポ
ー
リ
ン
グ
、

囲
碁
、

将
棋
、

カ
ラ
オ
ケ
、

卓
球
）
で
楽
し
む
。

第
二
日
は
、

早
期
散
策
次
い
で
前
日
の
討
議

ま
と
め
と
採
択
、

新
役
員
選
出
で
無
事
閉
会
。

こ
の
会
に
出
席
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

と
に

か
く
企
画
力
旺
盛
で
結
会
を
楽
し
い
も
の
に
し

よ
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
し
、

ま
た
、

活
動
方
針
に
も
当
会
と
共
催
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
期
待
し
た
い
こ
と
が
多
く
、

関
心
を
高
め

た
。そ

れ
と
、

役
員
を
始
め
会
員
の
中
に
は
、
「当

退
職
者
こ
だ
ま
会
」
の
こ
れ
か
ら
の
担
い
手
で

あ
る
役
員
候
補
が
多
士
清
々
で
力
強
く
感
じ
た
。

（
Ｋ
）

第
十
四
田

壮
年
部
構
会

と

　

き
　
一二
月
十

五
～
十

六

日
　
　
と

こ
ろ
　

ヴ

ィ
ラ
な

か
が
わ

い
』

～
現
業
職
員
並
び
に
県
職
労
湘
南
支
部
の
主
催
で
開
催
さ
れ
る
～

現
業
関
係
の
本
年
度
「退
職
予
定
者
懇
親
会
」

が
、

二
月
二
十
二
日
０
、

ま
た
、

県
職
労
湘
南

支
部
主
催
の

「退
職
者
の
集
い
」
が
、

二
月
二

十
二
０
日
そ
れ
ぞ
れ
関
係
者
の
骨
折
り
で
箱
根

嶺
水
苑
及
び
平
塚
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。

当
会
か
ら
は
ご
連
絡
を
受
け
、

現
業
に
は
川

）

村
幹
事
が
、湘

南
支
部
に
は
串
田
幹
事
が
出
席
、

当
会
の
特
色
を
説
明
し
、

入
会

へ
の
期
待
を
の

べ
た
。

参
加
者
は
、

現
業
、

湘
南
支
部
と
も
そ
れ
ぞ

れ
約
三
〇
名
で
あ
っ
た
。
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